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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   青い鳥チャイルドケア株式会社 チャイルドケアセンター青い鳥 溝の口園 

報告作成日：     2024 年  11 月 6 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2024 年 8 月上旬～9 月下旬】 

・評価機関の担当者より、法人代表及び施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価

シート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2024 年 8 月 2 日～2024 年 8 月 16 日】 

・配布：全園児の保護者（18 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収袋に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2024 年 10 月 8 日】  

■10 月 8 日 

①各クラスの保育観察（1 歳児～4 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（法人代表、施設長） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2024 年 10 月 8 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

青い鳥チャイルドケア株式会社が運営するチャイルドケアセンター青い鳥 溝の口園は、JR 南武線「武蔵

溝ノ口駅」、東急田園都市線「溝の口駅」から徒歩 5 分の場所にあり、6 階建てのマンションの１階部分に位

置し、敷地内には人工芝の園庭や野菜の栽培を楽しめる畑もある園舎です。園の定員は、30 名（1～5 歳児）、

開園時間は、平日 7 時 30 分～18 時 30 分、土曜日 7 時 30 分～18 時 30 分です。 

 敷地内に入ると、イモムシトンネルの遊具がお出迎えしてくれます。玄関前には子どもたちが大切に育て

ているメダカの水槽があり、中に入ると木のぬくもりと清潔感があふれるエントランスが広がります。エン

トランスには、高津区の地域子育て情報や、病後児保育園の案内、子ども発達相談センターのお知らせなど

が掲示され、保護者が情報を得やすい環境となっています。そのほかにも園行事の写真やお散歩マップが掲

示され、この日に子どもたちがおいしく食べた給食の展示もされています。 

 エントランスを入り、廊下突当りの右側には１歳児クラスの保育室があります。部屋を広く使えるよう家

具の配置も工夫されており、粗大遊びや手先を使った遊び、ごっこ遊びなどが楽しめるような環境が整えら

れています。エントランス突当りの左側に入ると、青空の壁紙が気持ちのいい明るい廊下があり、右側には

厨房、左側には 2 歳児、3 歳児クラスの保育室があります。２歳児、３歳児クラスの廊下に面したスライド

式の扉を開け放つことで、とても明るく開放的な空間となっています。廊下の突当りには４歳児、5 歳児の保

育室があり、その突当りを右に曲がると２歳児、３歳児用のトイレがあり、その奥には職員室があります。4

歳児、5 歳児の保育室では、リトミックや運動遊びができるような広いスペースが確保されており、マットや

跳び箱、平均台、鉄棒などができるような環境となっています。廊下の突当りには、道路沿いのウッドデッ

キに続く 4 歳児５歳児用の出入り口があります。４歳児５歳児の活動を分けて行う際にはパーテーションを

用いて空間を区切るなどの配慮がされています。青い鳥ナーサリースクールタイムのうんどう遊びや、リズ

ム遊び、楽器遊びの際には、４歳児５歳児クラスの部屋を使えるよう、２歳児３歳児クラスと保育室を交換

するなど広いスペースでのびのびと体を動かせるように配慮されています。 

 マンション敷地内にある人工芝の園庭には、ごっこ遊びができるような遊具がおかれ、足でこぐ４輪の車

などがあり、奥には砂場と畑があります。先日ジャガイモの収穫を行ったそうで、あちこちにまだじゃがい

もが転がる畑には、次の収穫物である大根が植えられていました。また、プランターにはのらぼう菜を栽培

するなど、季節の野菜を育てることで日ごろから植物等と触れ合う環境が整っています。 
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1．施設・事業所の特徴的な取組 

 

〇細かい計画や工夫された書式を使って、園全体で日々改善に取り組んでいます。 

 園を運営する際には、中・長期計画に基づいて立てられた事業計画に沿って運営が行われています。

中・長期計画では、初めに「基本理念及び基本方針」が掲げられ、その中で理念や目標、方針が示され、

そのあとに「これからの方向性」で認可保育園としての新たな改革の項目があり、園の目指す方向が明

確に示されています。今年度の事業計画では、「保育内容」「職員育成」「環境整備」「職員待遇」「保護社

会活動」「地域交流」から構成される具体的な方向性が示され、職員に分かりやすく示すとともに園全体

で取り組みやすいものとなっています。 

 また、人材育成にも力を入れており、職員が多くの研修を受けたり、連絡会に参加することで、保育

士としての専門性を高め、子どもたちの健やかな成長を実現させるという職員像に近づける努力がなさ

れています。 

 「人材の育成に向けた基本方針及び基本計画」では、職員を新任職員、中堅職員（職務分野別リーダ

ー及び専門リーダー）、基幹的職員（副主任保育士及び主任保育士）、施設長に分け、階層別に方針と計

画が示されています。研修計画では、OJT だけでなく Off-the-Job-Training、Self-Development System

（自己啓発支援制度）を組み合わせることが書かれ、その内容を職場で共有することが明記されていま

す。 

 職員との面談は、一年の前半と後半それぞれに「業務目標シート」を使い行っています。このシート

には、「何を」「どのように、どの程度、いつまでに」を記入する具体的な業務目標の欄があり、その成

果と反省が面談において話しあわれます。また、自由意見として「業務に関する希望や園への提案、健

康状況」などの欄が設けられ、普段は言いにくいことでも書けるようになっています。 

 保育所の自己評価を行う際には、子どもの最善の利益を評価の観点とした保育理念や、子どもの福祉

を増進することに最もふさわしい場であるかを観点とした子どもの発達援助などが項目となった達成

度を確認する様式で行われて、職員の達成度をパーセントで集計した用紙が作成され、それをもとに園

内で話し合いが行われています。 

 このように、細かく計画された方針に沿って園運営が行われ、工夫された書式を使って、細かく丁寧

に評価や反省が行われ、園運営に生かされています。 

 

 

2．特長や今後期待される点 

〇行事や「青い鳥のナーサリーの知育プログラム」等、様々な経験ができるよう取り組んでいます。 

園では、季節や社会行事に合わせた様々な行事を企画しています。また、１歳児から「青い鳥のナー

サリーの知育プログラム」が提供されます。このプログラムは、独自のカリキュラムに基づき、専門講

師や職員と活動します。「リズム遊び＆楽器あそび」の活動では、ピアノの音に合わせ体を動かし、リズ
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ム遊びを通して音楽を体一杯感じ、生活体験を音楽遊びに再現したり、友だちといろいろな音楽表現を

することで共鳴して表現する喜びや音楽の楽しさを学んでいます。楽器遊びでは、大太鼓やシンバル、

木琴、鉄筋などの楽器をみんなで合奏する楽しさや表現する心を育みます。「自然（戸外遊び）＆運動あ

そび」では、近隣の公園や広場に出かけ思いっきり体を動かします。運動遊びでは、マットや跳び箱、

鉄棒などを取り入れ、遊びの中で十分に体を動かしています。4 歳児からはがんばりカード（縄跳びや

ボールつき）を通して向上心や意欲を育て、達成した喜びを味わう機会にしています。「英語であそぼ

う」では 2 歳児から英語の歌遊びから英語活動の導入を行い、３歳児からカードを使いアルファベット

や日常の挨拶、ゲーム遊びを通して英語を身近に親しむ機会としています。その他にも「わらべうた」

や「数と言葉あそび」など、年齢や発達に応じて遊びの中で好奇心や探求心を育み、子ども達に様々な

経験が得られるように取り組まれています。 

 

 

○調理室と子ども達との交流など、さらなる食育への取組が期待されます。 

園では、委託業者の管理栄養士が献立を作成し、給食担当者連絡会担当職員が年間食育計画を作成し

ています。年間食育計画には、野菜の栽培や皮むき体験、季節や行事に合わせた絵本の準備やクッキン

グなど、子ども達に様々な食に関する経験が得られるよう取り組まれています。日々の喫食状況や子ど

もたちの嗜好や残食についても、給食会議にて保育現場と調理室の間で共有されています。毎月の行事

食やイベント献立などで地域の食文化を積極的に取り入れ、食育だよりで保護者にも紹介しています。

今後は、委託業者の調理員や栄養士と子ども達との交流が得られるよう、子ども達の食事の様子を見た

り、子ども達の話を聞く機会を設けるなどの新たな取り組みが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2024 年 10 月 8 日】  

・各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□1 歳児クラス 

 訪問調査当日は、わらべ唄あそびをしていました。わらべ唄が始まる予感を感じ取りわくわくした表

情で子どもたちは見つめ、「ととけっこう」「ちょちちょちあわわ」「どんぐりころちゃん」などを笑顔で

楽しむ姿が見られました。順番を待つ子も、くすぐったい気持ちや楽しい気持ちを共感し、一緒になっ

て笑顔で楽しむ姿が見られました。どんぐりになりきってジャンプしようと飛び上がる仕草をして楽し

む際には、友だちの楽しそうな様子を座って見ていた子も、職員の誘いに手を伸ばし「一緒に」の気持

ちを伝え、職員とどんぐりになりきってジャンプしようとするなど、子どもと職員が共に楽しむ姿が見

られました。あいにくの雨だったので、その後は広い保育室内にウレタン製のマットや滑り台、トンネ

ルが準備されました。笑顔で何度もトンネルをくぐったり、滑り台を楽しむ姿や、マットの上でゴロゴ

ロとくつろぐ姿も見られました。職員は子どものやってみたい気持ちを大切に、「～したいんだね」と代

弁するなど、一人ひとりの遊びのペースや想いに沿って優しく受け止めながら関わる姿が見られました。 

 

□2 歳児クラス 

 きのこのうたを歌い、朝の会をしていた 2 歳児クラスは、この日は音楽遊びのために３歳児４歳児ク

ラスと保育室を交換していました。音楽遊びの講師のピアノの演奏に合わせ、挨拶をしたり、「バスごっ

こ」の曲に合わせ、パンダのぬいぐるみをお隣りへ、お隣りへと楽しそうに渡す遊びをしていました。

曲がどんどんスピードアップすると、子どもたちはより楽しくなり、早く回さなくてはとパンダのぬい

ぐるみを乱暴に投げてしまうこともありました。そばにいた職員が、急いでしまった気持ちを受け止め

ながら、「パンダさん落ちたら痛いよね。優しく渡そうね。」と声をかけると、そこからは大事に大事に

渡そうとする姿が見られました。 

もうすぐハロウィンということで、スケッチブックシアターを使いながらハロウィンについてわかり

やすく説明していました。魔女やがいこつやねこ、おばけなどのハロウィンにちなんだ登場人物の紹介

があると、次はピアノの演奏に合わせてリトミック遊びが始まりました。おばけやがいこつになりきっ

て踊ったり、魔女になりきり広い保育室内を走り回ったりして、イメージを膨らませながら楽しむ姿が

見られました。その後、演奏に合わせウサギやゾウになりきると、眠ってしまったゾウを表現する子も

いました。職員は「あれ？このぞうさんは眠いのかな？」と、一人ひとりの想像力と表現力を認めなが

ら一緒に楽しむ姿が見られました。その後は、パズルで遊ぶ姿が見られました。好きなパズルを選び、

手先を使いながら集中して取り組む姿が見られました。 
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□3 歳児・4 歳児クラス 

 ３歳児４歳児クラスは、外国籍の子どもも在籍しています。この日は２歳児クラスと保育室を交換し、

お店屋さんごっこを楽しむ姿が見られました。まずは職員がお店屋さんとなり、子ども達がお客さん役

です。スモックのポケットには、ペットボトルの蓋でつくられた 10 円が何個も入っています。布製の

マイバックを持ち、「お客様どうぞ」と呼びかけられお買い物スタートです。絵本やプラレール、おまま

ごとの食べ物などが並んだお店で、好きなものを思い思いに手に取ります。「これください」と商品を差

し出すと、「10 円です」と言われ、ポケットの中から 10 円を取り出し、「はい、どうぞ」「ありがとう」

と受け取ります。外国籍の子どもにも、職員がゆっくりと日本語で「これください」と言葉を伝え、子

どもが同じように「これください」と言ってみる姿が見られました。 

好きな商品をたっぷりお買い物し、子ども達のカバンは膨らみました。次は、4 歳児はと組がお店屋

さんです。「職員から受け取ったお金はここに入れてください」というルールを聞いた後、張りきって商

品を並べた子どもたちは、「はと組マーケット開店です」という職員の声とともに、「いらっしゃいませ」

と呼び込みを開始します。３歳児つばめ組は、もう一度お買い物ができると、わくわくした表情ではと

組マーケットに出かけていきます。「今日のおすすめはこちらの救急車です！」という元気な声も聞こ

えます。商品を受け取り、「ピッ」とバーコードを読み取るのは、おままごとで使うフライ返しです。「10

円です」と伝え、10 円受け取ると「はい、どうぞ」と商品を受け取り、繰り返しお店屋さんごっこを楽

しむ姿が見られました。職員は子ども達の活動を見守りながらも、言葉や会話に耳を傾け「いいもの買

ったね」と共感したり、想像力やイメージが膨らむように支援していました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

・園の保育理念や保育方針、保育目標は、園のホーム

ページ、しおりに記載されており、入園前園見学の際

や入園説明会等で、保護者にも時間をかけて説明され

ています。 

・園を運営する法人は、今の代表者が、働く女性たち

を助けたいと２６年前に立ち上げた小さな無認可保

育園からスタートしました。２００１年には該当の行

政より認証をうけた一番初めの保育所の１つとなり、

幼児教育を取り入れた新しい保育所として社会に認

知されてきました。現在もその精神が受け継がれて、

園が運営され、園の案内物にもその理念が明記されて

います。 

・年度当初の園内研修で、毎回、保育理念、保育方針、

保育目標を読み合わせて職員全員で確認し、経営者の

理念が伝わるようにしています。 

・保育目標である「慈愛の心を育て、心身ともに健康

な子どもを育てます」「奉仕の精神を養い、進んで人と

協力することの大切さを学びます」「豊かな感受性と

思考力を持ち、独立心にとんだ子どもを育てます」は

保育園の子どもを大切に育て、心を豊かにし、幼児教

育も取り入れるといった園独自の方針を表し、開園当

初の理念を受け継いでいます。 

 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

  
・法人の代表者は他の行政の保育団体の副代表を務め

ており、団体の会合に定期的に参加することで、多く

の社会福祉事業全体の動向や情報を得て、保育の運営
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況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

にいかしています。 

・園長は地域の園長会に参加することで、最新の情報

や保育の動向の情報を得ています。また職員も積極的

に地域の研修会や各担当者の連絡会に参加して、地域

の保育の情報を知るようにしています。園内では防

災、給食、幼保小連携事業、発達相談支援、地域こど

も子育て支援、安全管理などの役割が決まっており、

それぞれの連絡会に参加して園内で報告するように

しています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・令和５年度に認可化をするにあたって、認可に詳し

い会計事務所に変更し、担当の会計士と毎月会議を行

い、園の経営分析や今後の運営について相談していま

す。その際には、会計士から他の園での事例などを参

考にアドバイスをもらい、大いに役立てています。 

・園内の備品の購入などについては、職員の工夫など

でできることなどは協力をしてもらい、園全体で効率

的な運営をするように努力しています。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・法人では今後の目指す方向性を示すために、「中・長

期計画」を作成しています。この計画では「法人の運

営理念」「保育理念」「保育目標」「保育方針」が掲げら

れ、「これからの方向性」と「施設の整備方針」が示さ

れています。 

・「これからの方向性」では、児童数の減少が予想され

る中で、施設整備、保育の質、保育士の資質向上があ

げられ、経営課題や問題点の解決・改善に向けた具体
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□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

的な内容になっています。 

・施設整備では具体的な目標額が示され、整備される

場所についての具体的な言及がなされており、実施状

況の評価を行える内容となっています。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・中・長期計画に掲げられた「これからの方向性」に

そって、「保育内容」「職員育成」「環境整備」「職員待

遇」「保護社会活動」「地域交流」のそれぞれの目標が

決められています。 

・「職員育成」では、保育士の資質向上のために研修会

への積極的な参加が書かれており、中・長期的に保育

の質を高めたい法人の意図が示されています。 

・「地域交流」では、地域の消防署や警察署などを訪問

する目標が掲げられ、達成できたかどうかわかりやす

く評価できる内容となっています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・事業計画を作成する際には、法人の幹部を集めた本

部会議で発案された内容を踏まえたうえで代表者が

決定し、会計士などの専門家による試算チェックと予

算の進捗状況を把握したうえで、年度計画に沿った予

算を立てています。また、運営委員会などで提案され

た、保護者からの意見も積極的に取り入れるようにし

ています。 

・事業計画の策定では、職員会議などで出た園の改善

に関する意見なども積極的に取り入れるようにして

います。一例として、事業計画の中にある「職員育成」

や「職員待遇」では、職員の資質向上を図るうえで必

要な研修などについて、職員からの意見を取り入れる

ようにしています。 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

 

 

 

 

・毎年、新しい年度を始める際には、新入園児だけで

なく、在園児にも資料を配布して「保育理念」「保育方

針」「保育目標」について説明しています。また、「デ

イリープログラム」や「ナーサリープログラム」の資
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□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

料を配布して、園の保育について保護者に丁寧に説明

をしています。 

・玄関には広い掲示スペースがあり、園からのおしら

せやその他必要なことを随時掲示して、保護者がいつ

でも確認できるようにしています。 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・「令和６年度研修体系」の中で計画、実践（研修参

加）、評価（学びの共有）、改善（園内研修、会議など）

が示され、職員が PDCA を意識できるような取り組

みと啓発がなされています。 

・行事が終わると、保護者アンケートや職員からの意

見を参考に毎回見直しをしています。一例として、夕

涼み会では、反省会の中でお店の終わる順番に関して

変更したほうが良いという意見があり、以降は順番を

変えて実施しています。 

・保育の質の向上や園の改善をはかるために、年に１

回保育所の自己評価を行い、項目ごとに集計して全員

で達成度を確認し、次年度にいかしています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・年度末に行われる保育所の自己評価では、その結果

を集計して全員の達成度を確認しています。評価結果

は「〇」「△」「×」「未回答」から選び、項目ごとに選

択肢のパーセントを示して達成度を確認しています。

その話し合いの中で意見交換を行い、年度終わりの面

談においてその評価結果を分析して、次年度に向けた

課題をあげています。 

・評価結果から明確になった課題について改善された

一例として、虐待の対応があります。虐待については

時代とともに変化し、以前は問題ないとされてきたこ

とも、最近では問題になっていることがわかり、細か
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□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

い点まで確認して改善がなされ、園児への声のかけ方

が変わってきているなどの成果が上がっています。 

 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・園長の役割と責任については、「園長・副園長、リー

ダー長、リーダーの役割と任務」にまとめられ、それ

ぞれの役職での役割が明確に示されています。 

・その中で園長は、法令等を遵守し、保育所を取り巻

く社会情勢などを踏まえて専門性の向上に努めるこ

と、保育士等や保育所の自己評価を踏まえて、職員が

保育所の課題について共通理解を深め、協力して改善

に努めることができる体制を作ること、保育所内外の

研修を体系的、計画的に実施するとともに、職員の自

己研鑽に対する援助や助言に努めることが明記され

ています。その他にも、「全般管理業務」「毎日の業務」

「特定日でない日常業務」についての任務が列挙さ

れ、責任が明確になっています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・遵守すべき法令等を正しく理解するための取組とし

て、園長は行政が開催する連絡会や研修会に積極的に

参加して理解を深める努力をしています。 

・職員に対して遵守すべき法令等を周知し、また遵守

するための具体的な取組として、園内には「セクシャ

ルハラスメント防止規定」「パワーハラスメント防止

および苦情処理に関する規定」が配備されており、職

員に対して遵守すべき法令を周知し、園内研修などを

通して遵守するための具体的な取り組みを行ってい

ます。 
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っている。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・保育の質に関する課題を把握し、改善のための具体

的な取組を明示して指導力を発揮するために、園長は

各保育室を巡回し、日常の保育が園の方針に基づいて

すすめられるよう援助し、各クラスの保育日誌と保育

計画を点検することで保育の質の現状について把握

しています。 

・園長は、保育の質の向上について組織内に具体的な

体制を構築し、自らもその活動に積極的に参画してい

ます。一例として、毎年行われる保育所の自己評価の

中で「子どもの発達援助」などの項目があり、子ども

たちが楽しく園で過ごしているかなどを確認してい

ます。利用者家族アンケートでも、「あなたのお子さん

が大切にされているかについて」は 83.3％が「満足」

を選び、高い評価を得ていることが確認できます。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、人事、

労務、財務等を踏まえ分析を行うために、園長は、定

期的に法人の本部会議に出席し、経営、人事、労務、

財政、環境整備等について協議しています。会議に参

加した後は、その会議で話し合われた内容について、

園内研修や職員会議で共有し、園内で同様の意識を形

成するための取組を行っています。 

・経営改善に取り組むための一例として、園児数の減

少については、法人本部のみならず園全体でも大きな

課題ととらえており、その課題や対応について園内で

も意見を出し合って解決方法を話し合っています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・人材の確保については、前回採用を行った平成３０

年以降、退職者がいないため、人材募集をする機会が

今まで多くなく、非常に職員の定着率が高い園である

と言えます。 

・園には看護師が配置されていて、その専門性をいか

した職務を行い、内容の充実した「保健のしおり」な

どが配備されていて、保育士の業務推進を援助してい

ます。 

・採用が必要な際にはハローワークや専門の媒体など

を通して、効率よく採用しています。今後は将来を見

据えて、若い人材の確保の方法についても積極的に検

討しています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・期待する職員像については、「人材育成計画」の「組

織が求める人材像」の中に示され、「子どもの最善の利

益を考慮し、人権に配慮した保育を行う」「保護者の気

持ちを受け止め保護者の自己決定を尊重する」「保育

士の専門性を向上させ、子どもたちの健やかな成長を

実現させる」「保護者と子どものプライバシーを保護

し、守秘義務を遵守する」など７つの項目があげられ

ています。 

・職員の専門性や職務遂行能力、職務に関する成果や

貢献度等を評価するために、「人事考課について」の基

準が定められ、「職員の能力を十分に開発活用」「公正

な処遇」「組織の活性化」「昇給、昇格、賞与などの決

定」の４点に基づいて評価が行われ、総合的な仕組み

づくりが行われています。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

  
・職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づ

くりに取り組むために、園では定期的に園長や法人代

表との面談があり、職員の要望や意見を聞く体制が整
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し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

えられています。面談の際には「業務目標シート」を

使い、「チャレンジしたい目標」や「業務に関する希望

や園への提案」などによって、個人の希望などが言い

やすい環境が作られています。 

・園で休暇を取る際には、勤務マニュアルの中にある

「休暇の取り方・勤務変更について」を参考にして園

長に申請する仕組みになっています。マニュアルに

は、具体的に休暇の取り方などが書かれており、職員

が休暇をとれるような仕組みづくりが行われていま

す。 

・職員の心身の健康と安全の確保に努めるために、年

１回の職員健康診断結果をもとに、園所属の看護師が

職員に対して随時ケアを行っています。 

・組織の魅力を高める取組や働きやすい職場づくりに

関する取組を実行するために、労務などに関する問題

や疑問が生じたときには、すぐに対応できるよう顧問

の社会保険労務士による指導を受けられるような体

制が整えられています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・組織が求める期待する職員像は、「人材育成計画」の

中にある「組織が求める職員像」や、「勤務マニュア

ル」の中にある「青い鳥の望まれる保育者とは」で明

確に示されています。それらを目指すために、「４月～

９月業務目標シート」と「１０～３月業務目標シート」

を使って前半と後半の２回、面談が行われています。

業務目標シートの項目には、業務内容について「何を」

「どのように、どの程度、いつまでに」達成するかを

記す欄が設けられており、時期と達成度が明確になる

書式で、職員が記入しやすいよう工夫されています。

また、年度の最後には「業務評価シート」を使って、

自己評価を行い、来年度に向けての課題などが話し合

われています。 
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□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・「全体的な計画」の中にある「職員の資質向上」の中

で、「新保育指針に対応した園内研修を計画実施」「園

外研修への計画的な参加（乳児保育研修を含む）」「園

内研修（１保育指針 ２音楽リズムなど）」と記されて

おり、職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策

定され、教育・研修が実施されています。 

・また、「人材育成計画」の中にある「人材の育成に向

けた基本方針及び基本計画」では、職員を新任職員、

中堅職員、基幹的職員、園長の４つに分けて、それぞ

れが必要とする知識や技術を示しています。一例とし

て、中堅職員では「職務内容に応じて、必要な専門知

識、技能を習得させる」「研修で得たことを他の職員と

共有することにより保育所全体としての保育実践の

質の向上に努めさせる」などの計画が立案されていま

す。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・園では毎年「個別研修参加予定表」が作成され、そ

れぞれの職員が受講予定の研修や連絡会が一覧で見

やすく表示されています。その中では、取得済みのキ

ャリアアップ研修の項目も明記されています。 

・それぞれが選ぶ研修については全体のバランスを考

慮しながらも、できるだけ本人が学びたいこと、知識

を深めたいものを優先しています。研修会に参加した

後は、研修報告書を提出して、園内会議で報告をする

ようにしています。 

・「人材育成計画」の中にある「人材の育成に向けた基

本方針及び基本計画」で OJT を実施することが示さ

れているだけでなく、「Off-the-Job-Training」「Self 

Development System（自己啓発支援制度）」を組み合

わせた研修計画の作成の仕方が記されています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

 

 

A 

 

 

A 

・園では「実習生受け入れマニュアル」を作成し、実

習生を受け入れる手順が示されています。最初に「実

習受け入れの目的」があり、次の時代の保育士を育て

ていくことに現場の保育士がかかわることで、園や自

分の保育を実習生に伝え指導していくことの大切さ

が記されています。 
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□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実習生の受け入れでは、マニュアルに手順が細かく

記されており、カリキュラムの作成や資料の準備など

の注意点がわかりやすく書かれています。 

・実習生のオリエンテーションに当たっては、日中だ

けでなく、早番や遅番を体験してもらうこと、実習生

の希望を優先してクラス配属を決めること、園の概要

や注意事項を伝えることなどが細かく決められてい

ます。 

・実習中は週間指導計画案に沿って実施した保育内容

について「実習日誌」の記入があり、随時担当者が指

導する仕組みになっています。 
 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

・園では、近隣の関係者に作成を依頼したホームペー

ジを積極的に活用しています。これは３年前に改定さ

れたもので、園のカラーである青を基調として、イラ

ストを交えた温かい作りになっており、園の特徴や、

保育目標、開園時間、園児定数、園内の設備などが細

かく、わかりやすく書かれています。 

・また、年間行事やその時の様子、園の遊具などが写

真などを交えて生き生きと伝わってくるように掲載

されていて、非常にわかりやすい作りになっていま

す。 

・自治体にある保育園紹介に、園の情報を記載するよ

うに依頼をしたり、地域の子ども会会長へ園だよりを

配布し、園の情報を共有しています。 
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４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・地域との交流については、事業計画に記載されてい

ます。また保育理念にも「地域社会への貢献」と謳わ

れております。 

・園や子どもへの理解を得るために、地域の人々と子

どもとの交流の機会を定期的に設けるなどの取り組

みの一環として、地域のお祭りへの参加、敬老会など

の行事を通して地域との交流が実施されています。 

・玄関には、公園の写真や危険個所が記載された散歩

マップが掲示されるとともに、高津区子ども発達支援

センターの案内や年末保育園のお知らせ、病後児保育

園や保健指導の案内などが掲示板に張り出されてお

り、活用できる社会資源や地域の情報の提供を行って

います。 

・0～1 歳児の保護者と合わせて、地域の出産予定の方

向けに「青い鳥子育てサロン」を毎月開催しており、

同年代の赤ちゃんをもつ親子で栄養や健康、子育てな

どに関する相談や情報交換の場を行ったり、わらべう

を配布している。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取

組を行うために、園では年に１回、運営委員会を開催

しており、その中で必要があれば財務情報の公開を行

い保護者に共有しています。また、認可化して新たに

依頼した顧問の税理士を招いて、毎月定期的に経理、

財務の分析を行い、議事録にも記されています。 

・こちらの施設には定期的に法人代表が園を訪れ、園

運営や職員の状況を見に来ています。園長も法人代表

に園内の報告を行い、法人代表と園長が一体となって

園運営がなされています。 
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た遊びや読み聞かせなど、親子で楽しめるメニューの

提供もしています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・ボランティア・体験学習受け入れマニュアルを整備

しており、ボランティアに関する基本姿勢を明文化し

ています。マニュアルには、ボランティアの受け入れ

の目的、ボランティア受入担当者の設置、ボランティ

ア受け入れに際してのオリエンテーション内容、ボラ

ンティア受け入れ中の引継ぎや質問質疑の対応方法

について記載されています。 

・学校教育への協力を行うための小学生、中学生の職

場体験等のボランティア受け入れについては、現在計

画を立てていますが、認可化してからの時間が短いた

め、まだ実績がありません。今後の取り組みが期待さ

れます。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・地域の関係機関・団体や、個々の子ども・保護者の 

状況に対応できる社会資源として、園周辺のお散歩マ 

ップを写真付きで掲示しています。散歩マップには、

公園内・公園付近の危険個所も記載されており、職員

会議や園内研修で情報の共有を図っています。 

・町内会の公園管理の会合にも出席し、情報収集や情

報交換をしており、現在は公園の鍵管理も任されるな

ど、地域との信頼関係がしっかりとできています。 

・区の連絡会や、行政の連絡会にも定期的に参加して

おり、意見交換を実施したうえで、収集した情報につ

いては会議を通して職員に共有が図られています。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもの対応に

ついては、虐待対応マニュアルを整備し、対応できる

体制が整っています。過去に当該事例があった際は、

区役所、担当保健師との定期的な連携を図り対応がな

されています。 
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地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・運営委員の保護者を交えて、定期的に運営委員会を

開催しており、その中で地域の福祉ニーズや生活課題

などの情報共有を図っています。 

・地域の子供会や町内会の会議に代表や園長が出席

し、定期的な参加を通して地域の福祉ニーズや生活課

題の情報交換および把握に努めています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・把握された福祉ニーズを基に、公益的な事業・活動

に取り組んでいます。具体的に、地域子育て支援とし

て「青い鳥子育てサロン」を開設し、0~1 歳児の保護

者と地域の出産予定の方向けに、わらべ唄あそび、読

み聞かせ、看護相談、栄養相談などを毎月行い、同年

代の赤ちゃんを持つ親子で栄養や健康、子育てについ

て学び、参加者同士で交流を図りながら子育てに関す

る情報交換の場を提供しています。 

・多様な機関等と連携しており、子どもたちと地域の

老人ホームへ訪問して高齢者の方たちとの交流を図

ったり、社会福祉分野のみならず、近隣の神社のゴミ

拾いを実施して地域コミュニティの活性化やまちづ

くりなどにも貢献しています。 

・「青い鳥子育てサロン」において、職員の参加、看護

師・栄養士による離乳食相談や育児相談の機会を設け

ており、福祉サービスの提供に関するノウハウや、専

門的な情報を地域に還元する取組を積極的に行って

います。 

・地域拠点の防災訓練に毎年参加し、避難経路の確認

や、防災に関する情報収集を行い、地域の防災対策や、

被災時における福祉的な支援を必要とする人びと、住

民の安全・安心のための備えや支援への取り組みを行

っています。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

・園の保育方針では「すべての子供達が心身ともに健

康で豊かな感性を持ち、思いやりがある人間に育つこ

とを願いつつ、人間としての尊厳を大切にし、豊かな

人間性が築かれるよう、その発達を保障する保育をし

たいと考えます」とあり、子どもを尊重した保育の実

施について明示し、職員が理解し実践するための取組

が行われています。 

・園では「人材育成計画」の中で、「保育士会倫理綱領」

を冒頭に掲載し、保育士として働くための最も重要な

要素の一つとして掲げられています。「組織が求める

人材像」の中でも「子どもの最善の利益を考慮し、人

権に配慮した保育を行う」が一番初めに書かれてお

り、職員が理解し実践するための取組が行われていま

す。 

・保育園で自己評価を行う際には、「人権擁護のため

のセルフチェックリスト」を使って何度も繰り返して

自分たちの保育の振り返りを行い、子どもの尊重や基

本的人権への配慮について、定期的に状況の把握・評

価等を行い、必要な対応を図っています。 

・子どもの人権・文化の違い、互いに尊重する心につ

いて、その方針等を保護者に示すために、重要事項の

中でも「施設の目的及び運営の方針」の中で子どもの

最善の利益を考慮することについて保護者に説明し

ています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

 

 

 

 

・子どものプライバシー保護については、「チャイル

ドケアセンター青い鳥における個人情報の保護の方

針」に明記され、マニュアルにもとづき実施されてい

ます。一例として、水遊びの時の子どもたちの着替え

の際には、パーテーションを使用して子どものプライ
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研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

バシーを守れるよう設備等の工夫を行っています。 

・保護者に対しては、個人情報保護に関して入園時に

個人情報保護方針やプライバシーに関する内容を説

明しています。 

・活動の記録や保護者アプリなど、子どもの日々の様

子の共有を目的とした写真撮影に関して、「写真撮影

に関する同意のお願い」を通して、個人情報保護方針

やプライバシーに関する内容を説明し、同意を得てい

ます。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・園の理念や基本方針、保育の内容や園の特性などが 

ホームページ、しおりに詳しく掲載されており、入園

前見学の際や入園説明会等で保護者にも時間をかけ

て説明されています。 

・ホームページは、関係者に作成してもらったもので、

園のメインカラーである青を基調として、イラストを

交えた温かい作りになっており、園の特徴や、保育目

標、開園時間、園児定数、園内の設備などが細かく、

わかりやすく書かれています。 

・年間行事やその時の様子、園の遊具などが写真など

を交えて生き生きと伝わってくるように掲載されて

いて、非常にわかりやすい作りになっています。 

・入園前見学については、週 2 回実施しており、しお

りを使って 30 分～1 時間かけて園見学と説明を行い、

保育内容に関する質問については、できるだけ現場の

保育者が個別に丁寧な説明を実施しています。 

・園のしおりは見やすくわかりやすさを求めて見直し

を実施し、改訂につなげています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始にあたっては、重要事項説明書やしおり、 

入園説明会、入園前面談などでわかりやすく説明をし

ています。保護者への説明にあたっては、見本の掲示

やイラスト入りの案内を作成し、保護者などが理解し

やすいような工夫や配慮を行っています。 

・保育内容の変更時については、園独自の変更届を使

用して保護者へ説明を行い、同意書を得て管理してい

ます。 

・特に配慮が必要な食物アレルギー、投薬の必要な園

児や特別な支援を必要とする保護者への対応につい
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□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

 

 

 

て、法人のアレルギーマニュアルに沿って必要書類の

提出と個別の対応を実施しています。 

 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

・保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配慮した 

手順と引継ぎについては、川崎市内の保育園で共有が

できる文書にて引継ぎを実施しています。 

・卒園、引越しによる転園後も、相談があれば、代表

や園長が窓口になり、相談ができるように伝えてお

り、保護者が気兼ねなく相談・連絡ができる体制にな

っています。 

 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・日々の保育の中で、連絡帳の内容やお迎えの対応時

の様子など変化を感じた時は、職員間での情報共有を

徹底しています。また、登降園の際の保護者とのコミ

ュニケーションについては、担任だけではなく、元担

任やリーダー、主任も担当することで様々な保育者と

会話ができる体制になっています。 

・保護者に対する利用者満足に関する調査として、保

育参観、試食会などの親子で参加する行事の後に、ア

ンケートを実施しています。また、保育参観・保護者

会を年１回実施しており、職員も保護者会に出席し

て、要望を含めた保護者の思いや求めている事を聞い

て、利用者満足の傾聴、把握に努めています。 

・利用者満足に関する調査結果にもとづいた具体的な

改善の例として、ベビーカーの使用・駐輪利用につい

て、１歳児までとしていたものを、保護者からの意見

をもとに２歳児まで利用可能と変更をしています。 

・アンケート結果は全職員にも共有を図り、本部会議

にて対応をしています。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

  
・利用者が意見等を述べやすい体制、苦情解決の体制

がしっかりと整備されています。 

・重要事項説明書に、苦情相談窓口として、苦情受付
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り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

担当者、苦情受付責任者、第三者委員を記載していま

す。また、苦情の受付方法として玄関入り口に苦情箱

を設置していることを、新年度説明会や懇談会などで

保護者にお知らせをしています。 

・保護者が意見を述べやすくなるよう、お迎え時には

担任が 3～4 分の時間をかけてコミュニケーションを

取っています。また、登降園の際の保護者とのコミュ

ニケーションについては、担任だけではなく、元担任

やリーダー、主任も担当することで様々な保育者と会

話ができる体制にもなっています。 

・苦情については、認可移行後は入ってきていません

が、認可移行前の苦情・相談については対応記録簿に

記録しています。記録簿には苦情等の内容、事実確認

の状況、対応状況を記載し適切に保管しています。  

・苦情内容に関する検討内容や対応策については、基

本的に法人代表と園長が中心となり迅速に対応する

よう努めています。一例として、保護者からの苦情へ

の対応ではありませんが、ベビーカーの使用・駐輪利

用について、１歳児までとしていたものを、保護者か

らの要望をもとに検討し、２歳児まで利用可能と変更

をしています。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・重要事項説明書に苦情相談窓口、苦情受付担当者、

苦情受付責任者、第三者委員が記載されています。ま

た、苦情の受付け方法として玄関入り口に苦情箱を設

置していることを、新年度説明会や懇談会などで保護

者に知らせ、いつでも保護者が相談したり意見を述べ

たりすることができます。 

・保護者が相談をしやすく、意見を述べやすいように、

お迎え時には担任が 3～4 分の時間をかけてコミュニ

ケーションを取っています。また、登降園の際の保護

者とのコミュニケーションについては、担任だけでは

なく、元担任やリーダー、主任も担当することで様々

な保育者と会話ができる体制にもなっています。 

・朝夕の対応では担任だけでなく、元担任やリーダー、

主任も担当することで、様々な保育者と会話ができる

体制になっています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 
  

・園では、日々の保育の提供において、保護者が相談 

しやすく意見を述べやすいよう、担任が時間をかけて
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□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

コミュニケーションを取るようにし、登降園の際の保

護者とのコミュニケーションについては、担任だけで

はなく、元担任やリーダー、主任も担当することで

様々な保育者と会話ができるような取り組みが行わ

れています。また、保護者の意見を積極的に把握する

ために玄関入り口に意見箱を設置したり、行事実施後

にアンケートを実施しています。 

・保護者との話の中や連絡ノート等で保護者の不安を

感じた際には各リーダーが受任し、園長と相談して対

応をしています。また、解決までに時間がかかるもの

に対してはその旨を伝え、都度進捗状況を伝えるよう

にしています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリス

クマネジメントについては園長が責任者となってお

り、事故発生時の対応と安全確保については、ガイド

ラインに沿った事故発生時のマニュアルを使用して

状況に応じて対応をしています。また、各クラスでも

マニュアルを保有し、いつでも誰でも確認できるよう

にしています。 

・事故発生時の対応と安全確保については、服務分担

表にて防災担当・安全管理担当・衛生管理担当・衛生

指導担当など役割分担と指示系統を明確にしたうえ

で各職員が対応するという流れになっています。 

・子どもの安心と安全を脅かすヒヤリハットの事例に 

ついては、職員がヒヤリハット報告書に記載をして報

告し、報告のあった内容について園長がコメントを 

記載し、職員会議で共有して再発防止に努めていま

す。 

・園では、安全管理担当者の設置と定期的なチェック

体制を整えており、職員は安全確保・事故防止に関す

る外部研修への参加をしています。 

・事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性につ 

いては職員会議等で定期的に評価・見直しを行ってい

ます。 
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いる。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・感染症対策について、保育所における感染症対策ガ

イドラインを整備しています。また、園には看護師が

配置されていて、その専門性をいかした職務を行い、

内容の充実した「保健のしおり」などが配備されてい

て、保育士の業務推進を援助しています。 

・園内で感染症が発生した際は、感染症名、各クラス

の感染者数、登園基準等を記載し掲示するなど、保護

者への情報提供が適切に行われています。また、マニ

ュアルとは別にフローチャートを掲示し、感染症が発

生した際には対応が適切に行われています。 

・感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等は定期

的に見直しが行われています。 

・保育所における感染症対策ガイドラインを通して具

体的な情報を提供しつつ、保健のしおりで、発熱、目、

鼻、耳、咳、排便、嘔吐、肌、爪、薬など、病気にな

ってしまった時の対応策なども情報提供しています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・災害時の対応体制として防災計画、業務継続計画

（BCP）などを整備し職員に周知しています。 

・災害時の避難場所や避難・備蓄用品、安否確認の方

法については、重要事項説明書、園のしおりに記載が

あり、災害伝言ダイヤル(171)の使用方法も併せて掲

載しています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法として、

災害伝言ダイヤル(171)の使用方法の周知と併せて、

一斉連絡用のアプリ（コドモン）を導入しています。 

また、防災計画をもとに月々の訓練を実施し、月々の

防災訓練の後に施設、園庭、各保育室の安全点検も実

施しています。 

・園では防災担当者が食料や備品類等の備蓄リストを

管理し、リストと現物の整合性を確認しています。 

・水害時訓練の実施、消防署への通報訓練や毎月 1 回

不審者対策など、地域と連携するなどの体制をもって

訓練を実施しています。 
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２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・園では、散歩、虐待の防止、クラス別業務、食物ア

レルギー、事故対応、防災、園外での不慮の事故、水

遊びを行う場合の事故防止など、保育を行う上での重

要なマニュアルが豊富に作成されています。また、勤

務、運営、勤怠、記録に関するマニュアルから開園・

閉園、電話のかけ方に至るまで、新しい職員でもすぐ

に仕事ができるように細かい分野にわたって丁寧に

やり方が記載されています。 

・保育方針に「すべての子どもたちが心身ともに豊か

な感性を持ち、思いやりのある人間に育つことを願い

つつ、人間としての尊厳を大切にし、豊かな人間性が

育つよう、その発達を保障する保育をしたいと考えま

す」とある通り、子どもの尊重、権利擁護についての

姿勢が明示されています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・保育の標準的な実施方法の見直しに関しては、日々

の保育や行事の実施後に評価と反省を行って、現在の

実施方法を見直し、今後の保育や次回の行事にいかし

ています。 

・保育の標準的な実施方法を見直す際には、職員や保

護者の意見が反映されるように、アンケートを行って

その内容を取り入れたり、会議の中で出た意見などを

参考に見直しを行っています。 

・マニュアルの見直しは行っているものの、その改訂

方法についての手順や実施時期などが明確に記載さ

れたものがなく、今後の取組が期待されます。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

・各クラスが作成した指導計画は、園長や法人の代表

者がその内容を確認しています。指導計画を作る際に

は、全体的な計画や保育方針を前提に、計画内容に反

映しながら作成しています。 

・個別の指導計画の作成にあたっては、対象園児の現

状を園で共有し、看護師などの専門職の意見も取り入

れながらクラスで作成しています。また、特別な配慮

を必要とする園児については、設定した目標に到達で

きなかった場合にも再度同じ目標を設定して、本人の

成長度合いに合わせた計画を作るなど、常に適切なア

セスメントを通じて指導計画作りがなされています。 

・入園に際しては、個別に面談を行い、保護者の勤務

の状況、お子様の様子などを細かく確認して、必要な

書類を提出した後に、「入園利用申し込みに関する確

認表」に従って、保護者が内容を確認したうえで申し

込みがなされています。 

・登園時については、毎日の健康チェック表による視

診が行われ、子どもたちの様子が日々確認され、その

内容は職員間で共有されています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・指導計画や行事を見直す際には、その年度の終わり

に開催される法人の本部会議で行われています。本部

会議には、法人代表、各姉妹園の園長、看護師、行事

担当者、事務員が参加し、専門職や実際に立案した職

員が参加して意見を反映させる仕組みになっていま

す。 

・本部会議で決定された内容は、各園の会議で報告さ

れ、職員全体で共有する仕組みになっています。 

・園児の状況や日々の保育から得られた情報などによ

り、指導計画を緊急に変更する必要が生じた際には、

関係する職員や専門職などの意見を取り入れて作成

し、随時日々の保育に反映される仕組みになっていま

す。 
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者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

  

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

未

回

答 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・指導計画を作るにあたっては、「保育方針・保育目

標」に沿って作られ、「全体的な計画」に加えて、「健

康・安全に関する年間指導計画」や「食育の年間計画」

なども取り入れながら作成されています。また、各ク

ラス別の基本的生活習慣の到達目標が示され、利用者

家族アンケートでも「基本的生活習慣の自立に向けて

の取り組みについて」の項目で７５％が「満足」と答

え、「どちらかといえば満足」も含めると１００％と 

なるなど、保護者の満足度が高いことがうかがえま

す。 

・園児やクラスの情報については、職員会議やクラス

会議で話し合われ、情報共有がしっかりとなされてい

ます。 

・乳児クラスのみならず、幼児のクラスでも園児の個

別の記録が作成されており、少人数保育ならではの丁

寧できめ細かい指導計画が作成されています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

する規定については、「チャイルドセンター青い鳥に

おける個人情報の保護方針」で、園児や保護者の個人

情報の取り扱いについて定められています。その中で

個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対

応方法が規定されています。 

・園児の個人情報が記載された書類については、鍵付

きのロッカーで保管されています。 

・保護者には入園時に「個人情報使用同意書」を確認

して、園で規定された個人情報の使用方法についての

確認と同意を得ています。 

・職員には入職前のオリエンテーションの中で、守秘

義務を守るなどの項目について説明を受ける機会を

設けています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・「全体的な計画」は、児童福祉法や保育所保育指針な

どの趣旨をとらえて作成しており、養護における生命

の保持と情緒の安定、教育についてのねらいと内容を

年齢ごとに明記しています。また、園の保育理念や保

育方針、保育目標に基づいて、年齢ごとの発達過程に

応じた保育内容を設定しているほか、小学校との連

携、災害への備え、保護者・地域への支援などに配慮

して作成されています。 

・「全体的な計画」は、職員会議において、各クラスの

保育実践を振り返りながら、指導計画の反省評価を行

っています。年度末に開催される保育有識者や利用者

代表も参加する運営委員会での意見も取り入れ、全体

的な見直しを行い、変更が必要な個所や追記事項など

を検討し、次年度に反映するよう取り組んでいます。 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・各保育室には、温度湿度計が設置され、適宜確認し

必要に応じてエアコン等を使用することで、適切な数

値に保たれています。おもちゃや備品、寝具などの消

毒と、手洗い場やトイレなどの清掃、消毒は決められ

た手順に基づいて行っています。各保育室には大きな

窓があり、適度に陽光を取り入れて明るく広々とした

空間となっています。午睡時にはカーテンを使用して

明るさを調整しています。安全チェック表を用い、定

期的に各クラスの設備のチェックをするとともに、安

全チェック担当の職員と主任が門や園庭などの施設

全体の点検を定期的に行っています。 

・活動内容や子どもの動きを考慮してテーブルや椅子

などの配置を変更し、収納場所や棚の上の整理整頓を
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

 

 

 

 

 

 

行って、子ども達が安全に過ごせるよう配慮していま

す。また、マットやパーテーションを利用してコーナ

ーを作り、落ち着いてくつろげるように工夫して、子

ども達が心地よく生活できるようにしています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・入園時の資料や面談で、子どもの発達過程や家庭で

の様子を把握し、指導計画を作成して保育を実践して

います。日々の連絡帳のやり取りや、登降園時の様子

観察などから子どもの状態を把握し、引継ぎの「対応

表」などを活用し、職員間で共有しています。 

・子どもの気持ちに肯定的に関わることが出来るよ

う、必要に応じて職員間での協力、人的配置を工夫す

るなどして、配慮しています。自分を表現する力が不

十分な子どもには、表情やしぐさから思いをくみ取

り、見守ったり、代弁したりしています。川崎市の研

修を利用して不適切保育についての園内研修を実施

し、職員の認識の共有化を図っています。園内研修で 

「声をかけてもらうことは恥ずかしいことではない」

という共通意識があり、強い言葉が出てしまった際に

はお互いに声をかけられるような体制が整っていま

す。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・子どもの発達年齢や家庭での様子に配慮しながら、

必要な生活習慣が身に付けられるように援助してい

ます。 

・自分で「やってみよう」「できた」という達成感を味

わえるように、遊びの中で指先の発達を促すような玩

具を用意し、マジックテープやファスナー、ボタンの

ついた手作り玩具を豊富に準備するなど、自分でやろ

うとする気持ちを尊重して援助を行っています。自分

で出来た時には、ほめる言葉がけをして達成感を共有

し、子どもの意欲を引き出しながら次の段階に進める

よう援助しています。 

・手洗いや歯磨きなどの生活習慣の大切さを伝えると

ともに、関連する歌を歌い、歯磨き指導ではカバの模

型を使い一緒に磨いてみるなど、楽しみながら身につ

くような工夫をしています。 

・手洗いやうがいなどの仕方を視覚的にわかりやすく
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さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

説明するポスターなどの掲示を今後検討されること

を期待します。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

・各クラスとも家具の配置を工夫し、広いスペースで

ゆったり遊べるような環境を整えています。 

・職員が遊びのリーダーになったり、子どものそばに

寄り添ったり、興味を観察して、主体的に遊べるよう

に関わっています。 

・天気のいい日は少しの時間でも積極的に戸外に出

て、園庭では足で漕ぐ四輪の車や遊具、砂場遊びを楽

しみ、こいのぼりやひな人形を飾る近隣の公園では、

季節ごとに咲く花を楽しみ、虫を見つけるなど自然を

身近に感じながら過ごしています。連れて帰ってきた

かたつむりやいもむしなどはお当番さんが中心とな

りお世話をしています。 

・交通安全教室を開催し、警察署の方から交通安全に

関するお話を聞く機会や、次年度は近くの養護老人ホ

ームを訪問する計画や、お泊り保育で近隣のスーパー

に買い物に出かける計画があるなど、地域の人たちと

の交流を深める取り組みがあります。 

・廃材や折り紙、テープなど用意し製作コーナーを常

設するなど、様々な表現活動が自由に体験できるよう

にするなど今後更なる取組みを期待します。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

非

該

当 

 

 

0 歳児を受け入れていないため非該当 
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□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 
 

 

 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・子どもの興味や発達に合わせた玩具を用意し、発達

に応じて取り出しやすい位置に配置するなどの工夫

をしています。 

・戸外遊びに積極的に出掛け、散歩で歩く距離を少し

ずつ長くして体力づくりを図りながら、体を動かして

遊ぶ楽しさを体験できるようにしています。 

・職員は、子どもたちの自我の育ちについて、受容的

に受け止め、子どもが自分の気持ちを表現できるよう

援助しています。 

・子どもの興味関心に寄り添い、一緒に遊んだり、見

守ったり、代弁したりしながら安定して友だちと関わ

って遊べるように配慮しています。訪問日当日には、

リズム遊びでパンダのぬいぐるみを投げるように渡

してしまった子に対し、「パンダさんが痛いから大事

に渡してあげようね」と職員が優しく声をかけ、そこ

からは大切に抱えて渡してあげる姿が見られました。 

・家庭との連携では、送迎時の対応を大切にしており、

担任か元担任など、保護者と関係がある職員を配置

し、特に降園時にたっぷりと時間を取り保護者とのコ

ミュニケーションが取れるよう、職員配置などに工夫

をしています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・現在は５歳児の在籍がないため、３歳児４歳児合同

で過ごしています。外国籍の子どももいるため、成長

と経験を踏まえたうえで、保育内容が設定されていま

す。 

・保育室にはままごと遊びやパズル、レゴやプラレー

ルなどを用意し、イメージを表現することを楽しめる

ように支援しています。また、ボードを使ったオセロ

遊びなど簡単な決まりのある遊びを提供し、友だちと

一緒に安定して遊べるようにかかわっています。 

・夏祭りに向けて行ったお神輿の製作では、各クラス

から「くだもの」をテーマに製作物を集め、３歳児４
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育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳児が中心となり主体的に活動を進め、やり遂げた充

実感や達成感が味わえるように援助しています。 

・夏祭りには、保護者、卒園児、兄弟を招待し、子ど

もの育ちや協働的な活動を伝える機会となるように

取り組んでいます。 

・５歳児が在籍する次年度は、近くの介護施設へ訪問

し、歌や制作物をプレゼントするなどの活動が予定さ

れています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・玄関には段差がありますが、各フロアーに段差はな

く、障害のある子どもに配慮した環境が整備されてい

ます。 

・障害のある子どもの個別指導計画が作成され、クラ

スの指導計画と関連付けることで、包括的な支援が行

われています。計画は職員間で情報共有が行われ、子

どもの状況や成長に応じた保育が実施されています。 

・職員が園児の気持ちを汲み取り、臨機応変に空間を

共有して、共に成長できるよう努めています。朝の会

や英語の時間などに、友だちを真似て一緒にやろうと

する姿が見られるなど、子ども同士の関わりの中で成

長している姿が見られています。 

・保護者向けに障害のある子どもの保育に関する情報

を伝えるためのチラシの掲示や、相談に応じた情報共

有も行われています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・長時間にわたる保育については、１日の生活を考慮

して、「全体的な計画」の中に位置づけ、「子どもの発

達過程、生活リズム及び心身の状態に十分配慮する。」

「異年齢児保育の為発達に留意する。」「職員の協力体

制、家庭との連携を持つ。」と明記されています。 

・現在利用している家庭はないものの、利用希望があ

った際には、保育内容を検討し、マットを使用しゆっ

たりとした雰囲気の中で過ごせるよう環境を整えて

います。 

・子どもの人数やその日の様子により合同保育になる

時間帯は変わりますが、１歳児クラスは可能な限りク

ラス単独で過ごせるようにしています。 

・補食はお迎えが１８：００を過ぎるような場合に提

供を行っていますが、保護者の仕事上の都合などで、

保育時間が急に長くなった場合には１６：００までで

あれば同様のものを提供できます。 

・職員間で各クラスの健康面と活動面のコメントを記

入した「対応表」を利用し、口頭でも引継ぎを行い、

連絡漏れが生じない体制を整えています。また保護者

とのお迎え時のコミュニケーションを大切にし、時間

をとって引継ぎ内容を伝えるよう取り組んでいます。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・現在５歳児の在籍はありませんが、全体的な計画の

「小学校の連携」の中に、小学校との連携について明

記されています。 

・幼保小連携事業担当者連絡会担当の職員が連絡会に

参加し、研修を受けています。小学校訪問の案内など

も受取っており、次年度に向けて準備が進められてい

ます。 

・保護者に対しては、次年度に向けて懇談会で就学に

向けた園の取り組み内容を伝え、保護者間で話す機会

を設けたり、個人面談で相談に対応したり、保護者の

不安を取り除く機会を設定するなどの計画がありま

す。 

・保育所児童保育要録は、次年度５歳児担任が作成し

施設長が確認し就学先小学校に提出予定です。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ
  

・子どもの健康管理マニュアルに基づき、一人ひとり

の心身の健康状態を把握しています。子どもの保健に
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ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

関する健康安全年間計画も作成されています。子ども

の体調の悪化やけがについては、事故発生マニュアル

に基づいて職員から看護師へ、看護師不在の場合は施

設長へ伝わるように体制が整えられ、保護者に迅速に

伝えて対応し、事後の確認も各クラスの「対応表」に

基づいて職員間で共有され、保護者とのコミュニケー

ションが取れるような体制が整えられています。 

・保護者からの子どもの健康に関わる情報は、連絡帳

や送迎時に情報提供され、既往症や予防接種の状況

は、都度連絡を受け、健康記録表に職員が追記してい

ます。 

・保護者には、入園時に看護師面談が行われ、保育園

の健康方針や取組について説明を行い、乳幼児突然死

症候群（SIDS）についての情報提供をしています。 

・職員には、年度初めに看護師から安全管理ＳＩＤＳ

ガイドラインに基づき午睡チェックの仕方について

などの園内研修が実施されています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・園医による毎月の健康診断と歯科検診を年 1 回実施

し、身体測定を毎月実施しています。実施について、

園だよりや保健だよりで保護者に知らせ、医師への相

談や質問事項などを事前に把握しています。結果は健

康記録表に記録され、看護師から担任へ報告され、月

1 回の職員会議でも周知されています。 

・毎月第３週に実施される身体測定の結果は、看護師

がカウプ指数を算出し、コドモンのアプリを利用し、

発達曲線をグラフ化して、わかりやすい状態で保護者

へ共有しています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・厚生労働省の「保育所におけるアレルギー対応ガイ

ドライン」と「川崎市保育施設における食物アレルギ

ー対応マニュアル」に基づき、「食物アレルギー対応マ

ニュアル」を作成しています。 

・アレルギー疾患や慢性疾患のある子どもについて

は、入園時の看護師面談で子どもの状況や保護者の意

向を確認し、医師が記載した指示書に基づいて、適切

な対応を行っています。 

・アレルギー疾患が確認された際には、看護師との面
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行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

談を実施し、担任及び職員間でも共有しています。月

ごとの献立確認や負荷試験の状況も保護者と連携し、

確認する体制が整っています。万が一誤食があった場

合には、保護者や関係機関と速やかに連携が取れるよ

うになっており、アレルギー疾患のある子どもに配慮

した備蓄や避難時の対応が整備されています。 

・職員はアレルギー疾患や慢性疾患に関する研修に参

加し、知識・情報を得て、職員間で共有しています。 

・アレルギーのある子どもが安心して食事を摂れるよ

う、トレイの色を分け、目と耳で確認しながら調理師

から職員へ、職員から担任に手渡すトリプルチェック

体制をとっています。一方で、受け渡す手順などを示

すマニュアルはないため、今後の見直しが期待されま

す。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

・委託業者の栄養士が作成する献立を基に、給食担当

者連絡会の担当者が年間食育計画を作成し、食に関す

る経験が計画的に出来るように取組んでいます。年間

食育計画を基に、各クラスの計画に落とし込んでいま

す。子ども達の食への関心を深めるため、乳児はその

日の献立に合わせた食材を触ってみる活動を、幼児は

たけのこやとうもろこしの皮むき体験や、畑でのじゃ

がいも、夏野菜、大根の栽培活動に加え、お月見団子

などのクッキング活動を実施するなど食育への取組

みを行っています。 

・奥歯がうまく使えていない子どもや水分がうまく取

れない子どもに対しては、食事の際に看護師も介助に

入るなど個々の発達状況に応じた食事の援助が行わ

れています。 

・年齢や発達に応じて、食べ物をすくい取りやすく、

手を添えやすい食器を使用しています。 

・保護者には給食サンプルの掲示や試食会の実施、給

食だよりの配布、また食事に関する相談があった場合

には看護師が対応するなど、家庭と共に子どもの食生

活や食育に取組んでいます。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

 

 

 

 

・発熱や下痢・嘔吐などの体調不良時には、ごはんを

おかゆにするなど、当日のメニューの中からできる範

囲での対応をしています。 

・毎月の給食会議で保育現場と調理室とで子どもの発
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□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

達や好き嫌い、喫食状況を共有し、献立や調理の工夫

をしています 

・行事食とイベント献立が毎月計画されており、イベ

ント献立では、北海道のちゃんちゃん焼きや岐阜県の

金魚飯や鶏ちゃん焼きなどの郷土料理が取り入れら

れるなど、地方の食文化にも触れられるように工夫さ

れています。 

・衛生管理については、マニュアルに基づいた体制が

確立されており、適切な衛生管理が行われています。 

・今後は、調理室と子どもたちとの交流の場を持つ機

会を設ける計画がされ始めているので、新たな取組み

に期待します。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・連絡帳を活用し、家庭との日常的な情報交換を行っ

ています。乳児、幼児ともに毎日連絡帳が利用され、

活動内容や様子を報告するなど保護者とのコミュニ

ケーションが確保されています。 

・園見学の際や、入園説明会で保育の理念や方針、目

標について説明をしています。園の保育の方向性やク

ラスの運営、保育の内容やねらいなどについて懇談会

で伝え、保育参観では子どもと一緒に遊びながら園で

の生活を知ってもらう機会としています。定期的に保

護者参加の行事を設け、保育内容についての理解を得

て、子どもの成長を共有できる機会になるよう取組ん

でいます。 

・家庭の状況や相談内容、個人面談などの情報は、児

童票や個人ファイルに記載しています。日々の様子は

対応表に記録し、職員間で共有しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

 

 

 

 

・登園時、降園時のどちらかには担任が必ず会えるよ

うにシフトを工夫しています。特に降園時の保護者対

応に力を入れ、ゆっくりと保護者と話ができるような

職員配置を整え、担任か元担任など保護者と関係性が

ある職員が対応し、その日の様子や家庭での話を聞く
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□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

A 

 

 

A 

 

 

などして信頼関係を築けるよう努めています。 

・保護者からの相談に関しては、随時個人面談で対応

しています。希望日を３日あげてもらい、保護者の就

労などの事情に配慮して調整しています。 

・個人面談の記録は個人のファイルに記録されていま

す。また体調面や食事についての相談には、看護師が

専門的な立場から対応しています。相談を受けた職員

は適切に対応できるよう、助言を受けられる体制が整

っているほか、必要に応じて法人代表や施設長が同席

して対応するなどしています。 

 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・職員は、虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

送迎時や毎日の健康チェック、着替えの際に視診を行

い心身の変化に注意を払っています。持ち物や衣服の

洗濯状況、身だしなみが整えられているかなどにも注

視し、家庭における虐待等権利侵害の早期発見に努め

ています。 

・新入園児の面談の様子は、新入園児個別共通事項に

記録され、職員間で共有されています。 

・疑われるケースが認められた場合には、マニュアル

に基づいて、発見した職員からリーダーへ、リーダー

から看護師、園長へ報告し、必要に応じて川崎市中部

児童相談所への通報を行うこととしています。 

・虐待に関するガイドラインや園独自の青い鳥虐待防

止マニュアルが整備され、園内研修を行っています。

セルフチェックリストで確認を繰り返し行い、不適切

保育になりそうな言動を見つけた時の対応の仕方、伝

え方についても何度も話し合いを重ねています。ま

た、自身が行っている保育への振り返りや気づきを得

て、子どもの人権についての理解を深め、意識を高め

ています。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

・各クラス会議で日々の保育の日案・日誌に基づいて

日々の保育実践の振り返りを行い、月間指導計画、年

間指導計画の評価、振り返りに繋げています。 

・職員個々の自己評価は、毎年 3 月と 10 月ごろの年

２回に業務目標シートを基に振り返りを行い、業務評

価シートを用いて自己評価を行っています。業務評価

シートの自己評価はａ、ｂ、ｃ、ｄの４段階で評価し、

目標達成度、仕事の迅速性などの仕事の成果について

と、責任性、規律性、積極性、自己啓発・自己管理、

技能・技術、分析・判断力、対応・行動力などの仕事

の意欲・態度についての 38 項目で構成されています。

業務目標シート、業務評価シートを用いて法人代表、

施設長と年２回面談を行い、次年度に向けての課題な

どが話し合われています。 

・園の自己評価は年に１度全職員が行っています。保

育の理念や、子どもの発達援助に関する 42 項目で評

価し、全員の評価を集計しパーセンテージで示し、園

内研修の中で話し合われています。次年度は４歳児が

在籍するので自分の体に興味を持ち、体の仕組みや健

康であることの大切さを伝える時間を設けたいとい

った意見や、天気の良い日にはおやつを園庭で食べた

りするなど楽しく食べる環境を整えてみたいなどの

意見が出ており、改善すべき点をできるところから改

善し、次に繋げていく取り組みが行われています。 

 


